
ノ

便
ヲ

得
ル

ナ
レ

ト
モ
、

堤
防
ナ
キ
地
方
ハ

道
路
ニ

因
ル

ノ

外
運
搬
ノ

便
ヲ

得
ル

コ

ト
ナ
シ
、

今
日

租
税
ノ

名
称
ア
ル

金
ヲ

以
テ
、

道
路
丈
ケ
ハ

修
繕
ヲ

加
ヘ

ザ
レ

バ

却
テ
人
民
ノ

利
益
ヲ

失
フ

恐
レ

ア

リ
、

殊
ニ

従
前
ハ

地
方
税
支
弁
ノ

費
目
多
ク

シ

テ
、

道
路
費
ヘ

ハ

充
分
ノ

支
出
ヲ

為
ス

ニ

遑
ア
ラ
ザ

リ
シ

ガ
、

追
々

費
目
減
シ
、

且
ツ

鉄
道
布
設
ニ

依
テ
繁
閑
地
ヲ

更
ヘ

シ

コ

ト
ナ
レ

バ
、

今
日
コ

ソ

県

道
以
下
ノ

改
良
ヲ

計
ル

ヘ

キ
時
機
来
タ
レ

リ
（
前
掲
書
）

青
木
の

発
言
は
、

井
上
の

八
千
円
増
額
案
を
不
満
と
し
て
、

一

万
円
増
額
を
提
案
し
た
理

由
と
し
て

述
べ

た
も
の

で

あ
る
。

青
木
は
一

方
で

「
治
水
費
ハ

害
ヲ

防
ク

方
ノ

費
用
ニ

シ

テ

止
ム

ヲ

得
ズ
支
出
ス

ル

コ

ト

」
と
言
う
。

山
岳
党
と
い

わ
れ
る
彼
ら
に
と
っ

て
、

治
水
費
は

何
ら
積
極
的
な
利
益
を
地
元
町
村
に

も
た
ら
さ
な
い

の

に

対
し
、

道
路
費
は
殖
産
興
業
へ

の

夢
が
い

だ
け
る
ほ
と
ん
ど
唯
一

の

積
極
策
で

あ
っ

た
。

青
木
の

提
案
は
時
期
尚
早
と
い

う
理
由
で

否
決
さ
れ
た
も
の

の
、

三
十
三
名
中
十
五
名
の

賛
成
を
獲
得
し
、

道
路
行
政
へ

の

願
望
は
き
わ
め
て

強
い

こ

と
を
示
し
て
い

た
。

『神奈川県通常郡部会議事筆記』
小島幸康氏蔵

積
極
策
へ

の

転
換

こ

う
し
た
唯
一

の

積
極
策
、

道
路
行
政
へ

の

願
望
は
一

八
九
一

年
の

通
常
郡
部
会
に
お
い

て
、

一

層
は
っ

き
り
し
た
形
と
な

っ

て

現
れ
た
。

橘
樹
郡
の

添
田
知
義
（
常
置
委
員
）
は
言
う
、

「
人
民
行
通
ノ

便
利
、

生
産
業
ノ

発
達
、

輸
出
入
ノ

頻
繁
ナ
ル
、

凡
テ

此
道
路
ニ

関
係
ス

ベ

ク
、

民
力

ノ

富
饒
、

国
利
ノ

増
進
ハ

一

ニ

道
路
ニ

依
ツ

テ
生
ス

レ

バ

ナ
リ

」（『
神
奈
川
県
通
常
郡
部
会
議
事
筆
記

』
一

八
九
一

年

）
と
。

今
や
道
路
行
政
の

積
極
的

推
進
は
郡
部
会
の
一

致
し
た
見
解
と
な
っ

た
。

し
か
も
、

自
分
の

地
元
町
村
へ

の

配
分
を
出
来
る
だ
け
有
利
に
し
よ
う
と
し
、

議
場
は
混
乱
し
た
。

津
久
井
郡
の

岡
部
芳
太
郎
は
、

常
置
委
員
の

道
路
改
修
に

関
す
る
調
査
を
信
用
で

き
な
い

と
し
て
、

各
郡
一

名
づ
つ

の

調
査
委
員
を
設
け
る
と
い

う
建
議
案
を
提
出
し
た
。

そ
の

際
次
の

よ
う
な
発
言
を
し
て
い

る
。
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他
郡
ハ

知
ラ
ズ
、

我
津
久
井
郡
ナ

ド
ニ

付
原
案
ノ

模
様
ヲ

見
ル

ニ

隋
分
不
相
当
ナ
ル

仕
組
ト
ナ
リ
テ
甲
ノ

道
路
ニ

其
支
出
多
キ
ニ

失
シ
、

乙
ノ

道
路
ハ

少
ナ

キ
ニ

過

ギ
…
…
斯
ノ

如
ク

不
公
平
ナ
ル

モ

ノ

幾
ケ

所
モ

ア
リ
云
々

（
前
掲
書
）

地
元
へ

の

利
益
還
元
に

血
ま
な
こ

的
様
相
を
示
し
て
い

た
。

岡
部
の

建
議
は
結
局
、

時
間
的
に

再
調
査
の

余
裕
が
な
い

と
し
て

否
決
さ
れ
た
が
、

出
席
議
員
三
十
三
名
中
十
四
名
の

賛
成
を
得
て

い

た
。

常
置
委
員
会
は
土
木
費
及
び
町
村
土
木
補
助
費
中
の

治
水
費
を
修
正
し
大
幅
に

増
額
し
た
。

そ
の

た
め
に

利
益
還
元
に

血
ま
な
こ

に
な
っ

て
い

る

議
員
を
一

層
刺
激
的
に

し
た
。

原
案
が
九
月
以
前
の

調
査
に

基
づ
い

て

編
成
さ
れ
た
た
め
に
、

九
月
の

水
害
に

対
す
る
予
算
を
組
み
入
れ
て
い

な
か

っ

た
。

常
置
委
員
は
そ
の

不
足
分
を
見
込
ん
で
、

治
水
費
の

原
案
を
修
正
し
、

四
万
七
千
二
百
七
十
九
円
余
と
し
た
。

原
案
に

な
い

分
ま
で

盛
り
こ

ん
だ
常
置
委
員
案
に
、

山
岳
党
の

議
員
は
猛
烈
に

反
発
し
た
。

岡
部
は

常
置
委
員
案
を
修
正
し
、

治
水
費
を
三
万
七
千
円
と
す
る
修
正
案
を
提
出

し
、

「
此
治
水
費
ニ

就
テ
ハ

…
…
余
リ
他
ニ

苦
情
ガ
ア
レ

バ

補
助
費
ノ
コ

ト
ハ

廃
ス

ル

考
ヘ

ヲ
モ

本
員
ハ

抱
キ
居
ル

ナ
リ

」
と
い

き
ま
い

た
。

場
合

に
よ
っ

て

は
治
水
費
に

は
地
方
税
は
一

銭
も
支
出
さ
せ
ぬ
と
い

う
こ

の

岡
部
の

発
言
は
、

山
岳
党
の

面
目
躍
如
た
る
も
の

が
あ
っ

た
。

岡
部
の

修
正

案
を
支
持
し
た
高
座
郡
の

大
島
正
義
は
次
の

よ
う
な
発
言
を
し
て
い

る
。

此
治
水
費
ニ

多
額
ノ

費
途
ヲ

置
ク
ハ

、

其
治
水
ニ

関
係
ア
ル

地
方
ニ

テ
ハ

素
ヨ

リ
多
額
ナ
ル

ヲ

望
ム

ト

雖
ト
モ
、

其
関
係
ノ

薄
キ
地
方
ニ

於
テ
ハ

支
出
ス

ル

ヲ

嫌

ヒ

困
難
セ

サ
ル

ヲ

得
ス
、

詰
リ
其
一

方
ハ

希
望
ス

ル

モ
、

一

方
ノ

不
平
ナ
ル

ハ

事
情
ノ

然
カ
ラ
シ

ム

ル

所
ナ

リ
、

故
ニ

本
員
ハ

之
ヲ

節
減
ス

ヘ

キ
見
込
ナ
リ
、

畢

竟
、

斯
ノ

如
キ
理
由
ヲ

述
フ

ル

モ
、

本
年
ハ

帝
国
議
会
ニ

向
ツ

テ
地
租
ノ

軽
減
マ

テ
訴
願
ス

ル

有
様
ナ
レ

バ
、

今
日
治
水
費
ニ

多
ク
ノ

金
額
ヲ

置
ク
ハ

民
力
休
養
ノ

主
意
ニ

反
悖
ス

ル

ヲ

以
テ
ナ
リ
、

（
前
掲
書
）

彼
ら
に

あ
っ

て

は
、

民
力
休
養
と
は
地
域
エ

ゴ

代
弁
の

口

実
と
化
し
て
い

た
。

連
年
水
害
に

み
ま
わ
れ
呻
吟
す
る
町
村
民
は
、

彼
ら
の

眼
中
に

は

な
か
っ

た
。

こ

う
し
た
こ

と
を
象
徴
す
る
よ
う
に

岡
部
の

修
正
案
は
出
席
議
員
三
十
一

名
中
十
九
名
の

賛
成
を
獲
得
し
可
決
さ
れ
た
の

で

あ
っ

た
。
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道
路
が
「
民
力
ノ

富
饒
」
の

基
礎
と
す
る
認
識
は
一

段
と
す
す
み
、

一

八
九
二
（
明
治
二
十
五

）
年
の

通
常
郡
部
会
に

お

い

て
、

そ
れ
ま
で

町
村

土
木
補
助
費
と
し
て

支
弁
さ
れ
て

き
た
道
路
橋
梁
費
を
地
方
税
皆
支
弁
と
す
る
建
議
が
、

西
多
摩
郡
の

内
山
安
兵
衛
か
ら
提
案
さ
れ
た
。

ま
た
、

南

多
摩
郡
の

武
藤
佐
太
郎
は
内
山
の

建
議
を
支
持
す
る
と
共
に
、

予
算
原
案
の

町
村
土
木
補
助
費
の

う
ち
道
路
の

改
修
工
事
に

属
す
る
費
目
を
す
べ

て

地
方
税
支
弁
の

土
木
費
に

引
き
移
す
作
業
の

た
め
、

議
長
の

指
名
で

調
査
委
員
五
名
を
選
任
す
る
建
議
案
を
提
出
し
、

両
建
議
案
共
に
圧
倒
的
多
数

で

可
決
さ
れ
た
。

こ

れ
ま
で

道
路
橋
梁
費
は
地
方
税
支
弁
と
す
る
意
見
に

は
、

治
水
費
に

対
す
る
山
岳
党
の

主
張
と
同
様
に
、

一

部
地
域
に

対
す
る

利
益
還
元
と
い

う
反
発
が
あ
り
、

大
半
が
町
村
土
木
補
助
費
と
な
っ

て
い

た
。

こ

の

時
に
至
っ

て
、

こ

う
し
た
事
態
に

終
止
符
を
う
ち
地
方
税
支
弁

に
よ
る
積
極
策
へ

転
換
し
た
の

で

あ
る
。

前
掲
し
た
第
四
十
七
表
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、

一

八
九
二
年
度
の

道
路
費
に
占
め
る
地
方
税
と
市
町

村
費
の

割
合
が
逆
転
す
る
の

は
以
上
の

よ
う
な
理
由
か
ら
で

あ
っ

た
。

こ

う
し
た
積
極
策
へ

の

要
求
の

た
か
ま
り
の

中
で

県
会
は
十
二

月
解
散
と
な
っ

た
。

こ

の

解
散
は
、

内
海
忠
勝
知
事
ら
の

選
挙
干
渉
の

責
任
を
追

求
し
、

彼
ら
の

罷
免
を
要
求
す
る
建
議
案
が
可
決
さ
れ
た
た
め
で

あ
っ

た
が
、

決
し
て
、

県
当
局
の

積
極
的
な
行
政
施
策
に

対
す
る
県
会
の

民
力
休

養
論
と
の

対
立
に
よ
っ

て

惹
起
さ
れ
た
の

で

は
な
い

と
こ

ろ
に
、

こ

の

時
期
の

県
政
の

特
色
が
あ
っ

た
。

三
多
摩
分
離
に
よ
る
県
の

財
政
基
盤
の

縮
小
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

こ

う
し
た
積
極
的
施
策
へ

の

要
求
は
高
ま
る
ば
か
り
で

あ
っ

た
。

一

八
九
三
年

の

通
常
県
会
で

は
次
の

よ
う
な
案
件
が
次
々

と
議
決
さ
れ
た
。

一

　
国
道
の

改
修
費
、

二
か
年
継
続
事
業
（
最
終
的
に

は
三
か
年
）、

総
額
一

万
六
千
十
一

円
余

一

　

勧
業
費
、

二
か

年
継
続
事
業
、

総
額
三
千
円

一

　
監
獄
建
築
修
繕
費
、

五
か
年
継
続
事
業
、

総
額
十
九
万
百
九
十
五
円
余

一

　
勧
業
費
増
額
ノ

義
ニ

付
建
議
（
市
部
議
員
大
谷
嘉
兵
衛
提
案
）
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監
獄
建
築
修
繕
費
は
原
案
で

は
七
か
年
継
続
事
業
で

あ
っ

た
の

を
、

わ
ざ
わ
ざ
五
か

年
に

短
縮
し
た
の

で

あ
っ

た
。

一

方
、

郡
部
会
で

は
七
か
年

継
続
事
業
と
し
て
、

総
額
四
十
三
万
四
千
六
百
十
五
円
の

大
規
模
な
県
道
以
下
の

改
修
工
事
を
議
決
す
る
に
至
っ

た
。

も
は
や
、

帝
国
議
会
開
設
前

の

経
費
節
減
一

本
や
り
の

時
代
は
過
ぎ
去
っ

た
の

で

あ
る
。

県
政
の

混
乱

し
か
し
な
が
ら
、

こ

う
し
た
積
極
策
へ

の

転
換
は
予
期
せ
ぬ
事
件
に
ぶ
つ

か
り
、

県
政
は
混
乱
を
き
わ
め
る
こ

と
に

な
っ

た
。

近

代
日
本
の

初
め
て
の

対
外
戦
争
、

す
な
わ
ち
日
清
戦
争
で

あ
っ

た
。

一

八
九
四
（
明
治
二

十
七

）
年
の

十
一

月
の

県
会
は
、

大
荒
れ
に

荒
れ
た
。

こ

と
の

直
接
的
原
因
は
、

監
獄
費
の

郡
市
負
担
割
合
で

あ
っ

た
。

そ
れ

ま
で

毎
年
の

よ
う
に
、

原
案
は
郡
市
平
等
で

あ
っ

た
が
、

そ
の

都
度
、

多
数
を
占
め
る
郡
部
議
員
の

た
め
に

市
部
は
二

倍
負
担
を
強
い

ら
れ
て

き

た
。

と
こ

ろ
が
、

県
当
局
が
原
案
を
市
部
の

二

倍
負
担
と
し
た
の

で

あ
る
。

そ
の

た
め
に

市
部
議
員
は
激
昂
し
、

県
当
局
と
激
し
く
や
り
あ
っ

た
。

そ
し
て

そ
の

最
中
に

久
良
岐
郡
の

永
島
亀
代
司
か
ら
一

つ

の

建
議
案
が
出
さ
れ
、

収
拾
の
つ

か
ぬ

混
乱
と
な
っ

た
。

本
年
は
県
下
は
早
害
の

た
め
に

収
穫
が
大
い

に

減
少
し
、

農
民
は
困
苦
を
き
わ
め
、

か
た
や
日
清
戦
争
の

勃
発
で
、

軍
資
の

献
納
・

恤
兵
部
の

義
捐
・

出
征
兵
士
の

家
族
慰
労
等
々

の

た
め
県
民
の

負
担
が
過
重
と
な
っ

て
い

る
か
ら
、

継
続
事
業
で

あ
る
監
獄
建
築
費
の

九

五
年
度
分
四
万
円
を
一

か
年
延
期
す
る
と
い

う
の

が
建
議
案
の

内
容
で

あ
っ

た
。

17代知事中野健明
神奈川県立文化資料館蔵

こ

の

建
議
案
は
、

長
年
監
獄
費
の

負
担
割
合
で

涙
を
の

ん
で

き
た
市
部
議
員
の

怒
り
を

爆
発
さ
せ
た
。

慣
例
で

は
県
会
に

建
議
案
を
出
す
場
合
は
、

市
部
・

郡
部
の

議
員
の

協
議

の

上
で

提
案
さ
れ
て

き
た
が
、

そ
の

相
談
も
な
く
提
案
さ
れ
た
た
め
に
、

そ
の

怒
り
は
お

さ
ま
る
も
の

で

は
な
か
っ

た
。

市
部
議
員
来
栖
惣
兵
衛
は
、

県
民
の

困
難
は
他
の

費
目
の

節
減
で

救
済
す
べ

き
で

あ
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り
、

昨
年
の

県
会
で

七
か

年
の

継
続
事
業
の

原
案
を
わ
ざ
わ
ざ
五
か

年
に
短
縮
し
、

し
か
も
ほ
と
ん
ど
全
会
一

致
で

議
決
し
た
も
の

を
、

か
か
る
理

由
で
一

年
限
り
延
期
す
る
な
ど
根
拠
の

な
い

建
議
だ
と
き
め
つ

け
た
。

こ

の

紛
争
調
停
の

た
め
に

市
部
・

郡
部
そ
れ
ぞ
れ
代
表
委
員
を
出
し
て
交
渉
し
、

ま
た
、

中
野
県
知
事
も
双
方
の

間
に

入
っ

て

調
停
に
つ

と
め
た

が
ら
ち
が
あ
か

ず
、

と
う
と
う
市
部
議
員
全
員
辞
職
と
い

う
事
態
に

立
ち
至
っ

た
の

で

あ
る
。

県
会
紛
争
の

原
因
は
、

三
多
摩
分
離
で

財
政
基
盤
が
縮
小
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

大
規
模
な
事
業
を
起
こ

し
、

積
極
行
政
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た

矢
先
に
、

一

方
で

ひ
ど
い

早
害
に

よ
る
大
減
収
、

他
方
日
清
戦
争
に
よ
る
多
大
な
人
的
・

経
済
的
負
担
と
い

う
事
態
に

ぶ
つ

か
り
、

県
財
政
に

破
綻

を
き
た
し
た
た
め
で

あ
っ

た
。

県
政
は
こ

う
し
た
混
乱
の

中
で

全
く
新
し
い

段
階
へ

と
つ

き
進
ん
で
い

っ

た
。

第
四
節
　
民
党
の

動
向

一

　

帝
国
議
会
の

開
設
と
政
党

神
奈
川
県
通

信
所
の
設
立

一

八
八
九
（
明
治
二
十
二

）
年
二
月
十
一

日
、

帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
、

旧
民
権
派
の

人
び
と
は
、

い

や
が

う
え
に

も
、

第
一

回

の

衆
議
員
選
挙
、

帝
国
議
会
の

開
設
を
意
識
し
た
。

神
奈
川
県
の

旧
自
由
党
系
の

人
び
と
も
、

大
井
憲
太
郎
ら
の

出
獄
で
に

わ
か
に

活
況
を
と
り
も
ど
し
た
の

で

あ
る
が
、

帝
国
議
会
の

開
設
を
意
識

し
た
組
織
的
な
結
集
は
、

す
で
に
一

八
八
八
年
六
月
ご

ろ
か

ら
始
動
し

て

い

た
。

同
年
六
月
に

設
立
さ
れ
た
神
奈
川
県
通
信
所
も
そ
の
一

つ

で

あ

っ

た
。

同
通
信
所
は
、

直
接
的
に

は
、

旧
自
由
党
系
の

人
び
と
の

「
通
信
之
事
務
」
を
業
務
と
し
、

大
阪
事
件
に

関
係
し
な
が
ら
無
罪
出
獄
し
た
窪
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保
田
久
米
の

「
自
助
之
助
ケ

」
と
し
て

石
坂
昌
孝
ら
に

よ
っ

て

設
立
さ
れ
た
の

で

あ
っ

た
（
鶴
巻
孝
雄
「
解
説
」
『
三
多
摩
自
由
民
権
史
料
集
』
下
巻
）。

そ
し
て
、

こ

こ

に

結
集
し
た
旧
自
由
党
系
の

人
び
と
は
、

同
じ
時
期
に

発
足
し
た
改
進
党
系
の

同
好
会
の

動
向
を
意
識
し
て

組
織
の

拡
大
に
つ

と

め
て
い

た
。

こ

の

神
奈
川
県
通
信
所
が
設
立
さ
れ
活
動
を
開
始
し
た
時
期
は
、

後
藤
象
次
郎
が
「
政
治
家
ノ

棟
梁
」
よ
ろ
し
く
（
後
藤
あ
て
山
田
泰
造
書
簡

『
明

治
政
史
』
下
巻
）、

六
月
に

雑
誌
『
政
論
』
を
発
刊
し
、

他
方
、

七
月
に

入
る
と
長
野
県
を
手
始
め

に
、

新
潟
を
経
て

東
北
諸
県
、

関
東
諸
県
を
遊
説

し
、

在
野
諸
政
派
の

大
同
団
結
を
精
力
的
に

説
い

て
い

た
と
き
で

あ
っ

た
。

神
奈
川
県
で

も
、

同
年
九
月
十
八
日
、

横
浜
太
田
の

東
耕
楼
に
お
い

て
、

後
藤
伯
招
待
有
志
大
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、

翌
一

八
八
九
年

二

月
十
六
日
に

は
浦
賀
の

静
正
寺
に
お
い

て
、

後
藤
伯
招
待
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

席
上
、

後
藤
は
「
大
同
団
結
の

必
要
な
る
こ

と
を
説
き
、

夫

よ
り
改
進
党
を
弁
難
し
て
、

同
党
は
官
進
党
と
も
云
ふ
べ

き
も
の

な
り
、

何
と
な
れ
ば
、

改
進
党
の

人
々

は
昨
年
以
来
、

続
々

官
途
に

就
き
た
り
云

々

」（『
東
京
日
日
新
聞
』
一

八
八
九
年
二
月
十
九
日

）
と
の

演
説
を
ぶ
っ

た
。

と
こ

ろ
が
、

こ

の

後
藤
が
同
年
三
月
、

こ

と
も
あ
ろ
う
に

逓
信
大
臣
と
し

て

入
閣
し
て
し
ま
っ

た
の

で

あ
る
。

後
藤
の

心
酔
者
の
一

人
で

あ
っ

た
横
浜
在
中
の

山
田
泰
造
は
怒
り
を
込
め

て
、

後
藤
に

抗
議
の

書
簡
（
前
掲
山

田
泰
造
書
簡
）
を
送
っ

た
。

伯
カ

昨
年
炎
暑
酷
熱
ヲ

冒
シ

テ
東
北
ニ

巡
遊
セ

ラ
レ

シ
ハ

、

真
ニ

国
家
ノ

為
メ

ナ
ル

事
ニ

感
激
シ
、

不
肖
ハ

其
帰
路
ヲ

待
受
ケ
、

古
河
ニ

テ
親
ク

伯
ニ

接
シ

テ
云

フ
、

既
ニ

政
治
家
ノ

棟
梁
ト
仰
カ
レ

タ
ル

上
ハ

、

己
レ
一

個
ノ

身
ニ

ア
ラ
ス
、

多
数
ノ

安
危
ヲ

托
ス

ル

モ

ノ

ア
レ

ハ

、

濫
リ
ニ

志
操
ヲ

変
更
シ

テ
之
ト

共
ニ

ス

ル

志

士
ノ

方
向
ヲ

迷
ハ

シ

ム

ル

勿
ラ
ン

コ

ト
ヲ

ト
云
ヒ

シ

ニ

、

伯
ハ

之
ニ

答
テ

若
シ

自
己
ノ

意
見
ノ

行
ハ

ル

ヽ

上
ハ

格
別
、

否
ラ
サ

レ

ハ

官
途
ニ

就
ク
コ

ト
ハ

決
シ

テ
為

サ
ヽ

ル

ナ
リ
ト
断
言
セ

ラ
レ

シ

ニ

ア
ラ
ス

ヤ
。

且
ツ

不
肖
ハ

伯
カ

酷
熱
厳
寒
ヲ

厭
ハ

ス

シ

テ

東
北
ニ

西
南
ニ

聯
絡
セ

ル

功
績
ヲ

抹
却
ス

ル

ヲ

惜
ム

ノ

ミ
ニ

ア

ラ
ス
、

実
ニ

時
運
ノ

熟
ス

ル

所
、

其
機
会
ノ

到
リ
シ

所
、

其
功
ヲ

奏
セ

ン

コ

ト
眼
前
ニ

ア
リ
ナ
カ
ラ
、

就
職
ノ

為
メ

之
ヲ
一

抹
ニ

付
ス
、

豈
遺
憾
ノ

極
ナ
ラ
ス

ヤ
。
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こ

こ

に
は
、

後
藤
の

入
閣
が
地
方
の

活
動
家
に

ど
ん
な
シ

ヨ

ツ
ク

を
与
え
た
か
が
赤
裸
裸
に

語
ら
れ
て
い

る
。

だ
が
し
か
し
、

後
藤
の

入
閣
は
大

赦
令
で

出
獄
し
た
大
井
憲
太
郎
ら
旧
自
由
党
左
派
系
の

指
導
者
に
と
っ

て

好
都
合
で

あ
っ

た
。

彼
ら
は
山
田
の

言
う
「
時
運
ノ

熟
ス

ル

所
」
を
と
ら

え
、

積
極
的
に
大
同
団
結
の

組
織
づ
く
り
に

の

ぞ
ん
だ
。

三
月
二
十
一

日
に

は
大
井
憲
太
郎
・

星
亨
ら
が
発
起
人
と
な
り
、

東
京
倶
楽
部
を
結
成
、

ま
た
、

同
月
二
十
四
日
に
は
千
葉
・

茨
城
・

埼
玉
・

群

馬
・

栃
木
・

神
奈
川
・

東
京
の
一

府
六
県
の

大
同
団
結
派
は
宇
都
宮
に

会
合
し
、

関
東
会
を
結
成
し
、

と
も
に

後
藤
伯
と
大
同
団
結
は
関
係
な
し
と

決
議
し
た
。

関
東
会
の

結
成
集
会
に

は
、

神
奈
川
県
か
ら
県
会
議
員
瀬
戸
岡
為
一

郎
・

中
村
重
右
衛
門
・

細
野
喜
代
四
郎
、

お

よ
び
石
坂
昌
孝
ら
が

出
席
し
た
。

ま
た
、

横
浜
の

福
富
町
三
丁
目
の

公
道
倶
楽
部
に

関
東
会
の

通
信
所
を
設
け
る
こ

と
に

な
っ

た
。

三
月
二

十
六
日
、

大
同
団
結
派
は
、

政
論
社
に
お
い

て

評
議
員
お
よ
び
地
方
の

委
員
に

よ
っ

て

全
国
組
織
結
成
の

段
取
り
を
協
議
し
、

四
月
二

十

日
に

各
地
の

委
員
を
招
集
し
、

運
動
方
針
を
定
め
、

五
月
十
日
に

は
全
国
大
会
を
開
く
こ

と
を
決
定
し
た
。

と
こ

ろ
が
、

そ
れ
ま
で

大
同
団
結
の

名
の

も
と
に

不
問
に

伏
し
て
い

た
政
治
路
線
の

相
異
や
政
治
的
思
ゆ
く
の

違
い

が
除
々

に

あ
ら
わ
れ
始
め
、

そ
れ
に
派
閥
が
か
ら
み
、

や
が
て

分
裂
へ

と
進
ん
で
い

っ

た
。

そ
し
て

政
社
派
は
大
同
俱
楽
部
、

非
政
社
派
は
大
同
協
和
会
を
結
成
し
た
。

両
派
の

対
立
は
表
面
上
は
組
織
形
態
を
め
ぐ
っ

て

争
わ
れ
た
が
、

そ
の

背
後
に
は
政
治
路
線
の

相
異
が
あ
っ

た
。

政
社
派
に

あ
っ

て

は
国
権
の

拡

張
が
第
一

の

政
治
課
題
と
し
て
い

た
し
、

大
井
憲
太
郎
や
内
藤
魯
一

ら
は
、

民
権
の

確
立
を
優
先
し
て

い

た
（
後
述
す
る
よ
う
に

再
興
自
由
党
結
成
の

時
点
に

明
確
と
な
る

）。
と
も
あ
れ
、

神
奈
川
県
の

旧
自
由
党
系
の

多
く
は
大
同
協
和
会
へ

参
画
し
て
い

っ

た
。

神
奈
川
県
倶

楽
部
の
結
成

大
同
団
結
派
の

分
裂
と
い

う
状
況
の

中
で
、

同
年
六
月
、

神
奈
川
県
俱
楽
部
が

結
成
さ
れ
（
結
成
大
会
は
い

つ

で

あ
る
か
不
明
、

鶴

巻
前
掲
書

）、
事
務
所
を
横
浜
市
福
富
町
の

公
道
俱
楽
部
内
に
お
い

た
。

会
の

最
高
責
任
者
で

あ
る
監
督
に

中
島
信
行
（
元
神
奈
川

県
令
で

あ
り
、

旧
自
由
党
の

副
総
理
で

あ
っ

た

）
を
い

た
だ
き
き
、

そ
の

下
に

幹
事
と
し
て

森
久
保
作
蔵
（
南
多
摩

）・
志
村
慎
一

郎
（
横
浜

）・
天
野
政
立
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（
愛
甲

）
の

三
名
、

常
議
員
と
し
て
一

市
十
五
郡
の

代
表
四
十
名
を
置
い

た
。

県
会
議
員
ク

ラ
ス

の

有
力
者
を
中
心
と
し
た
全
県
的
規
模
の

組
織
で

あ

っ

た
。

全
文
十
三
条
か
ら
な
る
同
倶
楽
部
規
則
（
前
掲
『
三
多
摩
自
由
民
権
史
料
集
』
下

）
か
ら
、

こ

の

組
織
の

特
徴
を
み
る
こ

と
に

し
よ

う
。

倶
楽
部
団

結
の

主
意
は
会
員
相
互
の

「
交
通
親
愛
」「
知
識
ノ

発
達
」
と
な
っ

て

お
り
（
第
一

条
）、

き
わ
め
て
あ
い

ま
い

な
表
現
と

な
っ

て
い

た
。

各
郡
か
ら

三
名
以
下
、

横
浜
市
か
ら
五
名
以
下
の

常
議
員
を
選
出
し
（
第
三
条
）、

ま
た
、

会
の

実
務
処
理
の

た
め
に

幹
事
三
名
を
常
議
員
が
選
定
す
る
こ

と
に

な
っ

て
い

た
（
第
四
条
）。

会
の

意
志
決
定
は
常
議
員
が
行
い
、

幹
事
は
そ
の

意
志
に
し
た
が
っ

て

実
務
に

当
た
る
こ

と
に

な
っ

て
お
り
、

幹
事
に
は

執
行
部
と
し
て

の

独
自
制
は
な
く
（
第
五
条
）、

規
則
上
は
緊
急
の

場
合
に
、

即
応
で

き
る
組
織
で
は
な

か
っ

た
。

こ

う
し
た
組
織
上
の

欠
陥
を
補
う
た
め
に
、

六
月
二
十
五
日
、

常
議
員
会
に
お
い

て

十
条
か

ら
な
る
事
項
を
決
議
し
た
（
前
掲
書
）。
こ

れ
に
よ
り
大
会
の

期
日
ま
で
、

臨
時
に

会
の

最
高
責
任
者
と

し
て

監
督
を
設
け
、

監
督
は
事
務
所
の

会
務
の

整
滞
を
監
察
し
、

緊
急
事
態
に

は
、

常
議
員
会
の

意
志

決
定
を
ま
た
ず
に

幹
事
と
協
議
し
対
応
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

神奈川県倶楽部会費受領証　小島幸康氏蔵

こ

う
し
た
ル

ー
ズ
な
組
織
形
態
を
と
っ

た
の

は
「
集
会
条
例
」
に
よ
る
制
約
の

た
め
で

あ
る
。

政
治

目
的
を
掲
げ
た
結
社
と
し
た
場
合
、

同
条
例
の

結
社
の

連
合
・

通
信
・

支
部
の

設
置
等
の

禁
止
条
項
に

よ
っ

て

大
幅
な
制
約
を
う
け
る
こ

と
に

な
る
か
ら
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

こ

れ
は
表
面
的
な
理
由
に

す

ぎ
な
い
。

こ

の

俱
楽
部
の

指
導
権
を
に

ぎ
っ

て
い

た
石
坂
昌
孝
や
天
野
政
立
ら
に

は
、

中
央
組
織
の

分
裂

を
県
内
に

も
ち
込
ま
ず
、

ル

ー
ズ
な
組
織
で
、

異
な
っ

た
思
わ
く
を
持
っ

た
人
び
と
ま
で
囲
い

込
み
、

自

己
の

政
治
勢
力
の

基
盤
を
拡
大
し
、

衆
議
院
議
員
選
挙
に

勝
利
す
る
こ

と
を
意
図
し
て
い

た
の

で

あ
ろ
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う
。

事
実
、

神
奈
川
県
倶
楽
部
に
は
大
同
倶
楽
部
系
の

三
浦
郡
の

古
谷
正
橘
や
鎌

倉
郡
の

徳
増
源
太
郎
ら
も
参
加
し
て
お

り
、

ま
た
、

非
政
社
派
で

は
あ
る
が
の

ち

に

県
倶
楽
部
を
脱
退
す
る
北
多
摩
郡
の

吉
野
泰
三
も
参
加
し
て
い

た
。

こ

の

時
期

に
は
神
奈
川
県
倶
楽
部
を
と
り
ま
く
よ
う
に
、

横
浜
市
に

は
、

伏
見
近
蔵
・

海
老

塚
四
郎
兵
衛
ら
に

よ
る
公
道
倶
楽
部
、

伊
藤
仁
太
郎
（
痴
遊
）
ら
に
よ
る
横
浜
住

民
倶
楽
部
、

横
須
賀
に
は
鈴
木
忠
兵
衛
・

古
谷
正
橘
ら
に

よ
る
三
浦
郡
倶
楽
部
、

鎌
倉
に

は
徳
増
源
太
郎
・

山
田
東
次
ら
に

よ

る
鎌
倉
倶
楽
部
が
組
織
さ
れ
て

い

た
。

旧
相
東
社
の
一

人
で
あ
る
鈴
木
忠
兵
衛
が
三
浦
郡
に
お

け
る
倶
楽
部
結
成
を

呼
び
か
け
た
「
三
浦
郡
の

有
志
諸
君
に

告
ぐ
」（『
横
須
賀
新
報
』
二
三
号
）
に
お
い

て
、

こ

う
し
た
倶
楽
部
結
成
の

直
接
的
目
的
を
語
っ

て
い

る
。

鈴

木
は
欧
米
列
強
と
対
峙
す
る
国
家
の

基
礎
を
築
く
国
会
が
明
年
開
か
れ
る
こ

と
を
強
調
し
て

次
の

よ
う
に

論
じ
た
。

都筑郡倶楽部規則控　小島幸康氏蔵

本
郡
（
三
浦
郡
）
も
鎌
倉
郡
と
連
合
に
て
一

人
の

議
員
を
選
出
す
る
な
る
を
以
て

其
候
補
者
を
仮
定
す
る
事
目
下
の

急
務
な
ら
ん
。

抑
も
此
候
補
者
た
る
頗
ぶ
る

大
任
重
要
の

も
の

た
る
を
以
て

苟
且
漫
り
に

撰
挙
投
票
す
る
能
は
ず
、

何
と
な
れ
ば
己
れ
自
ら
候
補
者
た
ら
ん
と
欲
し
徒
だ
名
誉
の

み
汲
々

と
し
て

多
数
の

利
益
を

計
ら
ず
し
て

己
れ
一

個
の

名
利
を
企
つ

る
も
の

亦
少
し
と
せ

ず
、

故
に

我
輩
は
先
ず
候
補
者
を
仮
定
す
る
は
其
公
利
公
益
を
計
る
正
直
愷
切
の

君
子
を
選
ん
で

以
て

之
れ
に

充
て

ん
事
を
希
望
し
併
せ
て

本
郡
有
志
諸
氏
と
大
に

謀
議
す
る
の

覚
悟
な
り
、

鈴
木
は
こ

の

よ
う
に

論
じ
て
、

一

家
よ
り
一

村
、

一

村
よ
り
一

郡
と
団
結
を
広
げ
日
本
国
の

大
同
団
結
を
説
き
、

「
本
郡
の

財
産
家
よ
」
と
そ
の

奮
起
を
う
な
が
し
て
い

る
。

鈴
木
の
こ

う
し
た
主
張
に

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ

う
し
た
俱
楽
部
の

第
一

義
的
目
的
は
衆
議
院
議
員
候
補
者
の

選
考

と
有
権
者
の

獲
得
に

あ
っ

た
。

神
奈
川
県
俱
楽
部
は
い

わ
ば
選
挙
の

た
め
の

連
絡
・

調
整
的
役
割
を
担
っ

て
い

た
。
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と
こ

ろ
で
、

こ

の

神
奈
川
県
倶
楽
部
の

支
部
を
は
っ

き
り
唱
え
た
組
織
が
橘
樹
郡
に

存
在
し
て
い

た
。

『
川
崎
警
察
文
書
』（
東
京
大
学
附
属
中
央
図

書
館
所
蔵
）
に
よ
る
と
、

こ

の

支
部
が
結
成
さ
れ
た
の

は
一

八
八
九
（
明
治
二

十
二

）
年
十
二

月
一

日
で

あ
る
。

当
日
の

発
会
式
に

は
五
十
二

名
が
参

加
し
、

盛
大
な
も
の

で

あ
っ

た
。

事
務
所
は
川
崎
町
久
根
崎
の

同
支
部
幹
事
の
一

人
で
あ
る
田
中
亀
之
助
方
（
田
中
は
第
一

回
の

衆
議
院
選
挙
の

時
、

山

田
泰
造
の

選
挙
参
謀
と
し
て

活
躍
）
に

置
い

た
。

そ
の

組
織
の

特
徴
を
み
る
と
、

監
督
・

幹
事
・

常
議
員
と
い

う
構
成
は

神
奈
川
県
倶
楽
部
と
変
わ
ら

な
い

（
監
督
は
氏
名
不
詳
、

幹
事
に

は
田
中
の

外
に
、

大
師
河
原
村
の

寺
尾
喜
助
、

旭
村
の

小
塚
清
五
郎
、

高
津
村
の

上
田
忠
一

郎
、

田
島
村
の

出
川
太
一

郎
）。

組

織
の

基
礎
を
町
村
合
併
に
よ
る
新
た
な
行
政
村
で
は
な
く
「
旧
各
村
」
に

置
き
、

そ
こ

か
ら
常
議
員
を
選
出
す
る
こ

と
に

な
っ

て
い

た
。

会
の

意
志

決
定
は
通
常
は
常
議
員
の

議
決
に

よ
る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
が
、

緊
急
の

場
合
は

監
督
と
幹
事
の

意
志
で

対
処
で

き
る
よ
う
に

な
っ

て
い

た
。

ま

た
、

月
一

回
の

談
話
会
開
催
、

常
議
員
の

支
部
事
務
と
会
員
間
の

連
絡
通
信
義
務
、

会
員
名
簿
、

会
費
収
入
簿
等
の

設
置
等
が
規
約
に

明
記
さ
れ
て

い

た
。

神
奈
川
県
倶
楽
部
規
則
と
同
常
議
員
会
決
議
事
項
と
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
内
容
を
も
つ

組
織
と
な
っ

て
い

た
。

し
か
し
、

こ

う
し
た
規
約
を

も
つ

組
織
も
充
分
な
活
動
を
展
開
で

き
な
か
っ

た
。

定
例
の

談
話
会
も
、

「
初
メ

二
、

三
回
ア

リ
タ
ル

モ
、

其
後
会
合
ス

ル

者
段
々

減
少
シ
、

目
下

ノ

所
（
一

八
九
〇
年
七
月
現
在
）
ニ

於
テ
ハ

立
消
」
と

な
り
、

支
部
は
「
有
名
無
実
ノ

モ

ノ

」
と
な
っ

た
。

こ

の

支
部
が
結
成
さ
れ
た
十
二
月
は
、

大

同
俱
楽
部
と
大
同
協
和
会
と
が
自
由
党
再
興
を
め
ぐ
っ

て

争
い
、

愛
国
公
党
・

大
同
俱
楽
部
・

再
興
自
由
党
の

三
派
に

分
裂
し
た
時
で

あ
り
、

ま

た
、

支
部
組
織
が
地
域
の

利
害
を
と
り
あ
げ
、

何
等
か
の

方
法
で
そ
れ
を
実
現
す
る
方
向
を
持
つ

こ

と
が
で

き
な
か
っ

た
状
況
で
は
、

た
と
え
組
織

規
則
を
緻
密
に

し
て

も
支
部
会
員
の

行
動
的
な
活
力
を
引
き
出
す
こ

と
は
で

き
な
か
っ

た
の

で

あ
ろ
う
。

神
奈
川
県
同

好
会
の
結
成

旧
自
由
党
の

よ
う
に

解
散
し
な
い

で
、

党
組
織
を
維
持
し
て

き
た
改
進
党
の

場
合
、

地
方
組
織
の

整
備
拡
大
方
針
は
よ
り
明
確
な

も
の

で

あ
っ

た
。

一

八
九
〇
（
明
治
二

十
三

）
年
の

衆
議
院
議
員
選
挙
に

好
結
果
を
得
る

た
め

に

は
、

公
然
と
政
治
運
動
に

参
加

で

き
る
人
び
と
は
党
員
と
し
て

獲
得
し
、

そ
う
し
た
こ

と

の

出
来
な
い

人
び
と
は
非
政
社
組
織
に

政
党
員
と
共
に

加
入
さ
せ
る
（「
立
憲
改
進
党
員
運
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動
の

方
針
」『
毎
日

』
明
治
二

十
一

年
十
一

月
一

日
付
）。

神
奈
川
県
同
好
会
も
こ

う
し
た
方
針
に

基

づ
い

て
一

八
八
八
（
明
治
二
十
一

）
年
五
月
に

結
成
さ
れ
た
。

こ

の

神
奈
川
県
同
好
会
の

目
的
は
、

旧
自
由
党
系
の

神
奈
川
県
倶
楽
部
と
同
じ
よ
う
に
、

同

好
の

人
士
の

知
識
の

交
換
・

懇
親
を
唱
っ

て
い

た
。

横
浜
に

中
央
通
信
局
を
設
け
、

各
郡
区
に

通
信
員
を
置
く
こ

と
に
な
っ

た
。

通
信
員
は
春
秋
二
回
の

大
会
の

日
程
・

会
場
の

設
営
・

そ
れ

等
の

会
員
へ

の

通
知
・

中
央
通
信
局
と
各
郡
区
会
員
と
の

連
絡
通
信
等
を
担
当
す
る
こ

と
に

な

っ

て
い

た
。

会
務
の

処
理
に

通
信
員
の

み
し
か
お
か
ず
、

神
奈
川
県
倶
楽
部
以
上
に
ル

ー
ズ
な
組
織
形
態
と
な
っ

て
い

た
。

第48表　神奈川県同好
会会員数

＋は1888年の秋期大会以来
の増加数
『毎日』1889.4.18から作
成

さ
て
、

通
信
員
し
か

も
た
な
い

県
同
好
会
の

実
質
的
な
運
営
は
、

同
年
十
一

月
に
結
成
さ
れ
た
横
浜
同
好
会
が
担
っ

て
い

た
。

県
同
好
会
の

会
規

に
よ
る
と
会
員
の

会
費
は
毎
月
五
銭
と
な
っ

て
い

た
が
、

横
浜
同
好
会
の

場
合
は
毎
月
二
十
銭
と
な
っ

て
お
り
、

し
か

も
、

そ
の

内
、

五
銭
は
県
同

好
会
の

資
金
に

充
て

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

ま
た
、

横
浜
同
好
会
に
は
世
話
人
七
名
、

通
信
員
三
名
（
世
話
人
は
小
野
光
景
・

西
村
喜
三
郎
、

朝
田
又

七
・

戸
塚
千
太
郎
・

中
山
安
二

郎
・

島
田
豊
寛
・

来
栖
壮
兵
衛
で

あ
り
、

こ

の

内
来
栖
は
通
信
員
を
兼
ね
て

お
り
、

ま
た
県
同
好
会
の

通
信
員
総
代
で

も
あ
っ

た

）

を
置
き
、

前
者
は
横
浜
同
好
会
の

運
営
に

当
た
り
、

後
者
は
県
同
好
会
の

中
央
通
信
局
の

庶
務
を
担
当
す
る
こ

と
に

な
っ

て
い

た
。

県
同
好
会
の

財

政
も
、

運
営
も
横
浜
同
好
会
が
支
え
て
い

た
。

神
奈
川
県
同
好
会
が
結
成
さ
れ
た
時
点
に

お
け
る
会
員
数
は
百
二
十
名
で

あ
っ

た
が
、

同
年
十
二
月
の

秋
季
大
会
に

お
い

て
は
五
百
六
十
名
と

な
っ

た
（「
同
好
会
秋
季
大
会

」『
毎
日

』
明
治
二

十
一

年
十
二
月
四
日
付
）。
さ
ら
に

翌
八
九
（
明
治
二
十
二

）
年
の

春
季
大
会
に
お
い

て

は
、

六
百
五
十
三

名
と
な
っ

た
（「
神
奈
川
県
同
好
会
春
季
大
会
」『
毎
日

』
明
治
二

十
二
年
四
月
十
八
日
付
）。
そ
の

郡
市
別
会
員
数
は
第
四
十
八
表
の

よ
う
に

な
っ

て

い

た
。

一

八
八
八
年
の

秋
季
大
会
以
来
、

四
か
月
ほ
ど
で

横
浜
市
以
外
の

郡
部
に

急
速
に

組
織
を
拡
大
し
て
い

る
こ

と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、

会
員
数
の
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